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全量埋立からの増加分 プラの分別をせずに全量焼却した場合からの削減効果

図 6 リサイクルした場合とエネルギー回収した場合の環境負荷とその削減効果（CO2）
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全量埋立からの増加分 プラの分別をせずに全量焼却した場合からの削減効果

図 7 リサイクルした場合とエネルギー回収した場合の環境負荷とその削減効果

（CO2、ごみ 1 トンあたり）
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図 8 リサイクルした場合とエネルギー回収した場合の環境負荷削減効果

（天然ガス、ごみ 1 トンあたり）
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図 9 リサイクルした場合とエネルギー回収した場合の環境負荷削減効果

（原油、ごみ 1トンあたり）
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図 10 リサイクルした場合とエネルギー回収した場合の環境負荷削減効果

（石炭、ごみ 1トンあたり）


